














































































































































れ 4 単位ずつ増加し、必要な単位数が 8 単位増加しまし
た。理学療法学科では、現在のカリキュラムより自由選
択科目を減少させることで、卒業要件に必要な単位数
（128単位）を変更せずに改定後の学校養成施設指定規則
の単位数を満たした新カリキュラムを文部科学省に申請
しました（令和元年11月現在）。
本稿では、理学療法士作業療法士学校養成施設指定規
則改定について述べてきました。理学療法学科の教員、
教務委員であり、理学療法士の立場から、新しい指定規
則を遵守したカリキュラムの作成だけでなく、規則改定
となった社会的な背景や今後の理学療法士に求められる
ニーズなどを理解し、理学療法士養成の教育に活かして
いくことが重要であると考えています。
4	 まとめ
・理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則の一部を
改正する省令が交付された（平成30年10月）。
・改定理由として、臨床実習に関する問題への対処や地
域包括ケアシステムの構築などにより理学療法士の役
割が変化している。
・本学では、改定に伴う必要単位数の増加について、卒
業に必要な単位数を変更せずに新カリキュラムを策定
した。
・高齢化の進展など社会のニーズに対応した理学療法士
の養成、教育が重要である。
参考・引用 
日本理学療法士協会HP：http://www.japanpt.or.jp/（2019年11
月15日閲覧）
理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則の一部を改定する
省令案について（厚生労働省指定規則改定検討会資料）
臨床実習指導者講習会の開催指針（厚生労働省指定規則改定検
討会資料）
目白大学保健医療学部・看護学部 2019年度 学生便覧
